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１．	
 諸言 

健康科学研究センターは、本学感性福祉研究所が平成 20-24 年度の 5 年間に亘って実施した文部科学省私

立大学戦略的研究基盤形成支援事業によるプロジェクト「児童青年期精神障害および高齢者関連疾患におけ

る先進的個別化予防システムの構築に関する研究」の主体として、既存の感性福祉研究センターと並列して

設置された組織である。研究期間の終了に伴い、当該プロジェクトは解散となったが、同センター所属であ

った本学の研究者は、プロジェクトを契機に研究所に構築された設備・備品、学内外施設との交流や情報ネ

ットワークを含む研究基盤を活用し、引き続きグループ体制で研究に取組んでいた。	
 

そのような流れの中、児童青年期精神障害研究グループとＭＲＩ研究グループの元メンバー有志が中心と

なって、大学の役割である教育や社会貢献活動に寄与できるような新しい研究をしようという機運が徐々に

高まり、今後の研究の方向性について模索を続けた。その結果、MRI 研究と心理学的研究を統合的に行う事

によって、人間の志向・特性・潜在能力といった、我国ではこれまで質問紙への回答や面接結果などから特

定されてきた項目について、その背景となっている脳機能の特徴という生物学的根拠を提供できるのでは、

という着想を得た。	
 

近年は、タクシー運転手や楽器演奏者、運動選手、棋士など、訓練を受けることによって社会的に確立し

た職業人における各種の身体能力と脳機能の特徴との対応を明らかにする研究が、国際紙にもしばしば登場

している。大学の教育機関としての特徴を活かし、教育の過程で生じる様々な能力の変化と脳機能の変化と

を並行して捉えてゆくことは可能であり、上記のような職業人における各種能力と脳機能特性との対応に関

する知見を基に、被教育者の社会的適性が推断できるようになることも期待できる。	
 

そこで、平成 26 年度文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業による助成を受け、「社会的・職業

能力育成プログラムに資する認知・脳科学的エビデンス情報提供基盤の構築」という課題を掲げた新しいチ

ームが発足した。プロジェクトへ参加する研究者は、小川誠二特任教授を代表者とする総勢 23 名の厳選され

たメンバーとなった。研究期間は、平成 26-30 年度の 5 年間であり、初年度は主に研究設備の設置などを含

む準備期間とされた。このため、本稿では、まず研究プロジェクトの全体像について申請時の構想調書等を

基に述べ、次いで 26 年度の進捗状況を報告する。	
 

 

２．	
 研究プロジェクトの概要 

（１）	
 研究プロジェクトの位置付け 

本プロジェクトは、大学の中心テーマである「感性の涵養」・「福祉社会を担う人材の養成」を実現するた

めの社会的・職業能力育成プログラムを定量的に評価し、最適化する課題に答える１つのアプローチとして

認知・脳科学的エビデンスを提供する基盤を構築するものである。これは、大学教育に資することはもちろ

ん、研究対象（大学生から高齢者まで）を変えていくことで地域社会における職業選択、人材選択の有益な

手がかりとなりうる。そして本研究で提供される情報提供基盤は当該研究期間の終了後も成長し続けるもの

となることが期待できる。大学等の教育機関における社会的・職業能力育成プログラムのもたらす効果の測

定・評価は、教育・学習の質を保証する上で極めて有効であり、プログラムの効果を学習者に定量的に示す

ことは学習意欲の向上へとつながる。また、本プロジェクトは、プログラムの効果を示す新たな客観的な評

価基準として（社会的）認知機能とそれを実現する脳機能の測定結果を提供するものである。この課題の実

現に向けて、数年にわたる変化を視野に入れた定期測定及び若年者と高齢者を対象とした横断研究を展開す

る。認知課題及び質問紙の成績、脳活動・脳内ネットワーク・脳構造の時間的変化を通して、教育や職業経

験により成熟が認められる側面並びに社会的・職業能力が育成されていく過程を捉え、教育現場や職業選択

の際の一助となる情報提供基盤につなげていく。	
 



 

（２）	
 研究内容の概要 

① 個人の認知・脳機能の変動からみた社会的・職業的能力の推定 

教育・スポーツ・音楽等の来歴が社会的能力・職業適性に及ぼす影響を認知機能指標と客観的な

脳活動・構造指標から評価する指針を提案し、教育現場へのフィードバックを行う。特定の教育や

文化活動の影響下にある個人の安静時/刺激時脳活動・脳形態を定期的に計測し、脳固有の情報と性

格検査・社会的スキル尺度・職業適性検査等および新規に作成する認知課題との相関を分析すると

共に個人の性格特性をも予測する。期間ごとにデータを整理し、認知機能と脳機能ネットワークの

強度・分布を関連づけて検討する。異なる教育を受けている集団間の比較も行う。	
 

② 加齢や職業により発達する社会的・職業的能力の同定 

加齢や職業経験・業種が認知機能・脳構造/機能に与える影響を定量化し、成熟した認知・脳機能

を特定し、職業選択サポートの一助となる情報提供を目指す。社会生活で生じる様々な認知・感情

を喚起させる心理課題、社会的スキル尺度・職業適性検査を年齢や業種の異なる集団に課して脳機

能・形態計測を行う。加齢や職業経験に伴う課題成績変化、脳構造・機能等の脳固有の情報からわ

かる潜在的変化から、対象者の社会的・職業能力を同定する。	
 

③ パーソナリティや精神障害を反映する客観的指標の提案 

精神障害と関連するパーソナリティを保持する人を対象とした実験的研究から客観的評価の難し

い精神障害を予測する認知・脳機能マーカーを創出し、予防ケアや円滑な社会生活、就業支援を促

す技術基盤の形成を目指す。精神障害関連パーソナリティ特性の強い群と弱い群を対象に認知課題

中/安静下の脳活動計測・構造計測を行う。群間での認知課題成績、脳活動・構造の差異を比較する。	
 

④ 認知・脳機能の高精度測定法・データ分析方法の開発 

実験の精度・妥当性を高めるため、装置のアップデ－ト、信号/雑音比を改善する測定シーケンス

とデータ処理プログラムの開発、高速測定法の実用化、速い応答特性を持つｆMRI 信号測定法の開

発、脳機能計測時に課す心理課題の最適化等の技術革新に取り組む。	
 

 

３．	
 研究の学術的な特色と意義 

（１）	
 認知・脳機能の中期・長期的変化を捉える縦断・横断研究によるマトリクス的アプローチ 

本研究の特色は、個人の認知機能・脳機能を、A:大学在籍期間の数年にわたる長期的時間スケールで

追跡計測する縦断研究、B:加齢や職業経験という点で異なる集団での変動、精神障害等と関連するパー

ソナリティ特性の強弱という点で異なる集団での変動を比較する横断研究を統合したマトリクス的アプ

ローチにある。従来、教育経験や職業経験に伴って適応的に変化する認知機能、さらには脳機能を大学

在籍期間の数年間にわたり縦断的に調べる研究は皆無に等しかったが、本プロジェクトでは多数の被験

者を対象とした長期にわたる定期計測を実現することができる。さらに、縦断研究が難しい数十年単位

といったライフスパンでの認知・脳機能変化をも捉えるために若年者と高齢者を対象に横断研究を行う

ことで、人の認知・脳機能変化を包括的に測定・評価することが可能となる。すでに若年者と高齢者を

対象とした社会的認知に関する研究に着手し、着実にノウハウが確立されており、実現可能性は極めて

高い。	
 

（２）	
 教育効果・職業経験・パーソナリティへの着目 

近年の認知・脳科学研究では言語習得に伴う認知・脳機能変化が着目されているが、社会の中で適応

的に行動する人々の理解と育成に向けては、教育・職業・パーソナリティ等の人間行動の広範にわたり

影響を与える要因に着目することが必須である。このため、対象者の生活環境・職業経験の情報、可能

な限り多くの心理指標（社会的スキル・パーソナリティに関する質問紙と認知心理学実験）と MRI によ



る脳機能画像・構造画像・脳内ネットワーク解析を組み合わせ、各指標の因果・相関関係を統計学的手

法により抽出し、社会的・職業能力データベース作成を進めていく。	
 

（３）	
 個々人の脳機能を総合的に計測するための MRI 測定・データ分析法の確立 

本プロジェクトでは従来の MRI 計測の時空間分解能を飛躍的に（時間分解能：従来の約十数倍、空間

分解度：従来の約二十数倍）向上させた測定技術を用いることで個人の脳の特性を正確に捉えることが

できる。さらに脳皮質、白質、賦活量等の構造・機能データといった異なる時空間特性をもつ多次元情

報を統合的に扱える MRI 測定・分析プロセスを構築することで複雑な認知と脳の関係について包括的に

理解するための道筋を示す。	
 

 

４．	
 期待される成果 

（１）	
 社会的・職業的能力への教育効果を定量化でき、さらに定期測定により教育効果の発現に要する期間等

の評価指針を提供できる。	
 

（２）	
 個人が成熟したと考える職業的能力、施設関係者等のサポート側が必要と考える職業的能力を認知機能

と脳機能の両面から定量化し、情報提供する仕組みを構築できる。	
 

（３）	
 精神障害と関連するパーソナリティ特性の強い群と弱い群との違いを、認知課題成績や脳活動、脳内ネ

ットワークにおける 3 尺度の違いとして表現し、精神障害や社会生活への影響を予測する客観的尺度を

提供できる。	
 

（４）	
 脳活動データの精度向上と短時間測定が可能となり、個人の fMRI 測定から得られる情報内容・量ともに

飛躍的に向上させられる。また速い応答信号の検出により脳機能ダイナミックスの情報が取得できる。

fMRI の分野を進展させ、従来の時間限界を超えた新たな認知・脳機能計測法を提供する。	
 

 

５．	
 研究組織 
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６．	
 平成 26 年度の進捗 

（１）	
 取組の内容 

縦断研究においての心理・行動データ収集分析はグループ C、横断研究での心理・行動及び MRI デー



タ収集分析はグループ B、縦断研究の MRI データ収集分析及び神経回路網などの推定プログラムの作成

はグループ A で主に担当しながら、役割の分担を可変的に行うなどの有機的な連携のもとで研究を進め

ている。具体的な実施内容は以下のとおりである。	
 

① 職業適性や社会的能力の可塑性・発達を捉えるのに有効と考えられる心理測度（質問紙・認知課題

等）の選定。	
 

② 脳の機能及び構造計測を実現するための MRI 装置のアップグレード、マルチモーダルな MRI（機能・

構造）画像を収集するための測定方法と MRI 画像データ解析法の選定、および予備実験と既存のデ

ータによる選定した解析法の検証。	
 

③ 横断研究の実施に向けて、職業適性や社会的能力の検討に適した被験者群の設定（年齢の違い、音

楽、業種、芸術等の特定スキルの有無で分類した被験者群）と fMRI 実験課題の設定。	
 

（２）	
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